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献 辞

近藤文男教授は,2002年7月18日 に63歳の誕生日を迎えられ、2003年3月 を

もって本学を退官されることになりました。

近藤教授は,1963年 に香川大学経済学部を卒業後,京 都大学大学院経済学研

究科修士課程.博 士課程に進学して,マ ーケティング ・商学の研究の道に進ま

れました。1967年4月 に立命館大学経営学部助手に採用され,講 師,助 教授を

経て,1979年4月 に教授 に昇任されました。1982年8月 か ら10月 まで西 ドイ

ツ ・マンハイム大学招聰研窄員として日独比較研究に携われました。1985年4

月には本学経済学部の国際マーケテ ィング論担当助教授 として転任され,1988

年4月 には本学教授に昇任され,市 場 ・会計分析講座の教授 として教育 ・研究

活動に尽力されてきました。

近藤教授の研究は大 きく分けて3つ の領域に分かれています。第1の 領域は,

マーケティング発祥の地アメリカにおける成立期のマーケティングの研究を通

じて,マ ーケティングの本質に迫ろうというものであ り,そ の研究成果は1988

年の学位論文である 『成立期マーケティングの研究』(中 央経済杜)に まとめ

られています。第2の 領域は,国 際マーケティング研究において,日 本の家電

企業の対米輸出マーケティングに関する歴史的研究です。1989年 から90年にか

けて文部省在外研究員として米国ハーバー ド大学,ペ ンシルバニア州立大学に

留学され,米 国における流通問題および日本企業の米国でのマーケテ ィングの

実態に関する現地調査を行いました。、さらに日本家電企業についての徹底した

インタビュー調査等をすすめられ,こ れ らの研究成果は近刊の 『国際マーケ

テ ィング』(有斐閣)に まとめられることになっています。また,第3の 領域

は,巨 大小売企業 と中小商業,お よび消費者問題 と生活協同組合に関するもの



です。高度経済成長期に社会問題化 した大型店問題,消 費者間題に関する調査

研究をすすめてきました。

近藤教授は,こ の間,日 本商業学会理事,日 本流通学会理事を歴任 し,我 が

国におげるマーケテ ィング ・流通研究の発展に貢献されて きました。他方,

1999年 から2001年 まで本学評議員,2001年 から現在まで経済学部経営学科長を

務められるなど,本 学の発展のために多大の尽力をなされました。

京都大学経済学会は,近 藤教授の多年にわたるご功労に感謝 と敬意の気持ち

を込めて本記念号を編集いた しました。近藤教授のご薫陶を受 けられてきた

方々の論文を編んで先生にお贈 りできますことは,私 どもの何よりの慶びであ

ります,、

近藤教授が本学を去られた後も,ま すますご健康で,学 界ならびに社会のた

めにご活躍 くださいますよう,心 からお祈 りいた します。

2003年3月1日

京都大学大学院経済学研究科長・緬斉学部長 下 谷 政 弘




